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1歳 6ヵ月児の食生活実態調査

一一瞬蝕予防の観点か ら一一

平野久美子，辻美也子，林敬次本

A Study of the Dental Caries and the Nutritional Analysis of the Eating 

Habit in the One-Year-6-Months Old Children 

KUMIKO HIRANO， MIY AKO TSUZI， KEIZI HA Y ASHI 

はじめに

鱗般の発生要因は複雑で 一つの単純な因子だけが，

特異的に働くという ものではないが.従来.食物中の重要

糖と麟蝕を関連づける研究結果が数多く報告1).2)，3).4)さ

れている。一方，食事あるいは間食の正しい摂り方によ

って傾蝕をtr叩lできることも明らかにされている引.6げら

断蝕の発生にli強い年齢差があり .一つの山は乳歯の

続出直後から 3歳頃8)で.従って ζ の時期の食生活のあ

り方が重要になってくる。すなわち，食生活を中心とし

てみた時の乳幼児期の断蝕予防てψ最も問題にしなければな

らないのは，砂糖を含む食品の間食であるへ間食が餅蝕

予防の決め手となることから，'7スコミや育児書等で間

食のあり方を中心に.麟蝕予防の具対策がいくつかあげ

られている。そこで，今回.これらの麟蝕予防指導が果

して一般にどれだけ浸透しているか実態を抱濯し今後

の~{.体的な麟蝕予防指導を行うための示唆を得ることを

目的として 1歳6ヵ月児健診に来所した幼児を対象と

して.画再蝕発生に関係が深い間食のf買取状況必よび，正

常な歯芽形成にはカルシウム， 1)ン，ピタミンA，ビタ

ミン C，蛋白質等の栄養素の適当量のt!t取10)11)が必要で

あるが.このような歯芽形成と栄養の観点から偏食状況

について調査した。

また，近年，日南宇Lびんの誤用が捕手Lぴん鮪蝕の原因と

なる引.12)ことが注意されていることから，捕手Lびんの使

用状況についても調べた。

尚， lI歯科険診結果もあわせて報告する。

研究対象および方法

l 対象

大阪市東成保健所において，昭和53年 6月から昭和54

-大阪市東成保健所

年 3月までに， 1歳6ヵ月児健診に来所した幼児の中か

ら646名(男333名，女313名)を選んだ。

なお， 東成区は面積4.5lkm'，大阪市26区中23番目の狭

い区で， 人口密度も 1km'当り 21197人，全市4番目 と非常

に高い。区内には，小規模の2600以上の製造工場， 4000 

以上の湖底があり，住工混在地区となっている。

区内の母子保健サービス機関には，当保健所，市立小

児保健センターがあり，区民によく利用されている。

当保健所では，昭和53年 l月より毎月第4水曜日午後

にl歳 6ヵ月児健診を実地している。これ以外の乳幼児

健診として.担当保健婦による新生児訪問指導， 3ヵ月

健診， 7ヵ月健診 3歳児健診があり，きめ細かくチェ

yクする機会を作っている 13)。

II 調査内容およ び調査方法

(1) 歯科検診

fijj出歯数.麟蝕穣息状況，歯口消掃習慣を保健所の l

表-1 1歳6ヵ月児健康診査察 (歯科検診)
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表-2 1歳6ヵ月児健珍質問繋(お乳の与え方)

お乳の与え方 | ミルヲ | 牛乳 i 鴫乳ぴん
母 乳 I_ _. :.~.-.... _~.._..~ . 1 日に I_~' .~:'..~ .1日κ I _ -:~~:.:~ _ _.. ~ .1日

lのHF、佐い吋ヤ、る(己回)1のませyuいのまて叫

歳 6ヵ月児健康診査察により調べた。(表 1)

(2) p商事Lぴん使用状況

。甫手Lぴん使用の有無，使用回数.牛乳侠取1訟を保健所

の l歳 6ヵ月児健康質問楽により調べた。(表 2)，また

母乳授乳についても.この質問架から調べた。

(3) 食事調査

保健所から保護者に食事記録用紙を事前に送付し，健

診日の前日および前々日の 2日Hllに幼児が食べたすべて

の食品の秘類と目安量を摂取時間別に記録してもらった。

この食事記録から間食照取状況，偏食状況について調べ

た。また，この食事記録から楽チおよび甘味飲料からの

蕉税摂取量を深田の算出値14)により概算した。

研究結果および考察

I 歯科検鯵結果

(1) 務出歯数

iiij出柄数は.表3に示した如1<， 16本のすfが55，5%で

最も多<， 1議6ヵ月児の標4'1が16本だといわれている1日

ことと一致した。しかし.まだ6本しか萌出していない

者から20本全部生えそろっている者まで.かなり巾広い

分布がみられたことも従来の有H寺山と同様であった。

表-3 萌 出 歯 数

o 0 I 

(2) 麟蝕権感状況

鋲蝕を有する者は646名rNO名に(3.1%)認められた。

昭和50年に実施された歯科疾患笑態調資17)によると 1

歳児で既に11.4%であり ，これにくらべてかなり低仁

鈴木18) 井上ら19).20】の結果と比較しても{氏率であった。

麟蝕椛悠引211も，自品官虫穣忠者のうちの80%が経症のA型

(上顎前f駒郡のみの麟蝕)であった。(表 4)このような低

寵患率，経症の理由は.日月硲で沿いが， しかし， 当保健

所てコ妊娠中や3ヵ月健診時， 7ヵ月健診時にも，麟蝕

予防指導を行っていることと関係があるかもしれない。

(3) 歯口，膏掃習慣

歯の手入れについては表 5に示した如し 73.5%の者

が保護者による磁の清掃か.向みがき練習のいずれかを

行っていた。井上ら加の報告では， 1歳6ヵ月児の掬み

がき実行状況は， rみがかない」が27.1%1時々みがく Jが

(2 ) 

37.8%. r毎日みがく Jが35.1%ということであり.その

他及川町らの報告ーとくらべても.本調貨では，口町村，怜，1

を行っている者のE拡が高しこの点についても当保健所

における妊娠中からの餅蝕予防指滋の効果があったもの

と恩われる。山下22)は生活習慣の自立の中で.口をゆす

いだリ， うがいや，前みがきができる年指令l;t4歳可!とし

ている。従って.この年齢のうがいやtijみがきが餅蝕予

防にそれほど有効でるないことは町印23)らも述べているが

それでも尚，t~1 ロ i育制llH1'tを身につけさせるために.字L

蜘の萌出開始時期から口腔清掃をはじめることは.M蝕

予防の上から必要なことである3)と考える。

表-4 う蝕穣息状況

う蝕羅患型 権患例

O2 型 う蝕緩患の前段階

状態
1 

A 型 上 顎 前 歯 部 の み

または臼歯部のみ
16 

B 型上顎前歯部および

臼歯部
2 

C 型上、下 、顎前歯部

および臼歯部

計 20 

表-5 歯口清掃習慣について

清掃習慣 してL、る
名 (傷}

保護者による歯の清掃 sω(57.1) 

歯みがき練習 435 (67.3) 

両 方 295 (45.7) 

どちらか一方 475 (73.5) 

(646名中)

II P南乳ぴん使用状況

(1) 鴨乳ぴん使用の有無ならびに回数

表6に示した曲目<， 65.5%の者カ叩甫乳びんを使用して

いた。また.麟蝕干置息者だけについてみると， 20名のう

ち17名と圧倒的に使用している者が多かった。 1日の使
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用回数は 2回または 3回の者が最も多かった。

日前手Lびんの誤用が，乳幼児の麟蝕mw.、の原因の一つで

あることが報告されている。B.C.Michaelはこれを目前乳

びん麟蝕と名づけた 141 すなわち.附手Lびん餅蝕とは O~ì

:fLびん使用により発生したと考えられる商品蝕で.乳般飲

料やジュースに限らず牛乳でも枕ね前に目前手Lびんを使用

して飲用し.日前手Lぴんをロにくわえたまま就寝してしま

うと ，就泌中に唾液分泌主tが減少し.自浄作用が低下す

ることから餅蝕に概思する特徴を持っている。井上ら6:
本主ら 121も.日i若手Lびんで甘味飲料を摂取している者や，

就寝時に捕手Lびんを使用している者に，高い餅蝕僻一忠が

みられたと報告している。大西241も.特に乳椴飲料を目前

乳びんで飲んでいる者に特然的に歯't'el政壌がみられると

述べている。そこで， 一般に l歳 6ヵ月を使用限界とし

て， 1 I<l"tを過ぎれば哨:fLびんの使用を中止するように指

導されている 151。しかし，実際には表 6に示すように.

l政6ヵ月時に使用していない者は， 34.5 %と少なか っ

た。これは今後の鮪蝕予防i指母上の留意点であろう。

本主ら2引の調査によると n前手Lびんの中止を左右する

凶 fは母税の育児態度ーによるものが放も大きし lド止し

ない理由として.r母税が楽なので」と答えたi'iーが半数以

上を r1iめていた。また.特に絞る前に使用するおが多<.

子供を枕応させる遊-~t.として使用されていることがわか

った。 更に，指導効井!ーは良好で.指導日に中 dできた者

が多かった。そして，日前乳びんを中止することに対して

の f供ならびに母，悦の負担は少なしそれほどむつかし

L、ことではないと思われる結果であ ったと述べている。

ただ，コソプから水を飲めない者が，本調先でも約 1%

と少数j91Jながらみられたので， 11司人の発達段階を路まえ

た上で指導しなければいけないのは当然のことである。

表-6 D甫乳びん使用回数

回数 人数 9杉

。224 34.5 

78 12.1 

2 146 22.6 

3 124 19.2 

4 41 6.4 

5 26 4.1 

6 7 1.1 

計 646 100.0 

(2) 日南写Lぴん使用と牛字Lt要取量

図|は.捕手Lびん使用育 と非使用者の l日の牛乳烈取
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長をi調べた結果であるが， 0点字Lぴん使用者では 1日600mf

以|この多批m取者が多く -)7，非使用者では照取 して

いない才iーや2∞me以下の少量m取者が多<，目前乳びんを使

っていない者の牛乳奴取f誌が，日南乳びん使用者のそれに

よ七して.かなリ少ないことが判明 した。森王らf引の調作

でも附乳びん中止後.'1-':fLのi!f取立が減少した者が約70

%ほどみられ.減少量も200-400me以上の者がかなリを

占めたと報告している。幼児にとって.この時期!の牛乳

がカルシウム，その他の栄養侠取上重要であることを巧

えると司中JJに際して問題となるわけであるが，コップ

による伐取のトレーニングを充笑し.牛乳のi!Ff:tの恵、;設

と方法を正しく指導すれば解決てaきるのではないかと忠

わhる2日。

Eコ 輔乳びん使用者

IZZI嶋乳ぴん非使用者

( 

事
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剣 30
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図-1 嶋乳ぴん使用と牛乳烈取量の関係

m 間食の隈取状況

川規律性

1111食を午前 l回.午後 1図柄取している場合を「別律

性があるJとした時.そのiiilt支は10.7%で非常に少なかっ

た。

(2) 領取回数

l日を例(午前 6H:¥，から正午).負 (正午過ぎから午後

6時)， 11免(午後6時以降Hこ分けて，それぞれの時間にお

ける烈取同数別人数をJ.ljべた。表 7に示 した凱I< ，制 l

回.長 l固または 2同， 11免l固で， 1日3回か 4回とい

う J~{が1t，iも多か っ た。 また， 1日5回以上の多数回烈取

者が9.2%はどみられた。 さらに，夕食後の晩に照取して

いる者が多いことがよ主目される。佐繰ら加は.傾向数の

多いチ供で'i，tl¥l 食を1I年fBlに関係なくでたらめに照って

いることが'11，常に多いと述べている。井上6)，'1' 8-1ら27)も

不規則な|尚食摂取は麟蝕権思傾向が高いと報侍している。

-}J，乳児院では， Iln食を含めて規則正し い食生活をし'

ているために，餅蝕f濯忠児が非常に少ないといわれてい

(3) 



-294- 児

る28)。

乳幼児の間食は，元来，必要なカロリーや栄養素を補

うための補助食としての意義を持つものであるが.麟自虫

予防のためばかりではなし食生活全般からも，午前 l

回，午後 1回を限度として規則的に与えるように指導さ

れている29九しかし，実態はこのようにあまり守られて

いないことが明らかになった。森主ら加も.幼児保健指

導を行なったが，おやつについては最も守られにくかっ

たことを指摘しており ，今後の指導方法を工夫する必要

があると考える。

表-7 間食の摂取図数}jIJ頻度(%)

回数 朝 昼 晩
1 日
あたり。18.6 5.3 38.8 1.1 

62.6 52.0 52. 7 5.3 

2 17.3 37.1 8.2 17.9 

s 1.5 5.4 0.3 33.8 

4 0.2 32. 7 

5 7.6 

6 1.3 

7 0.3 

100.0 100.0 100.0 100.0 

(3) 間食の種類および摂取率

間食の種類と摂取率は図 2に示した如くで，ビスケッ

ト類，果物.牛乳，チョコレ- 1-，飴~t スナック菓子

乳酸菌飲料， ジュース，その他の順に摂取率が高かった

ビスケット ，牛乳，果物等は間食の内容として推奨され

ているものであるが，一方，チョコレー トや飴，手L固ま簡

飲料，ジュース等，甑蝕や食欲不服，肥満を誘発するた

めに間食として適当でないとされている甘味食品の摂取

100 

図-2 間食の種類と摂取率

童

(4) 

ぷゐ
寸同

率もかなり高かった。特に麟蝕誘発性が高いといわれる

乳酸菌飲料，ジュース等甘味飲料は，量的にはそれほど

多〈飲用していなかったが，摂取率は，これらを合計す

ると73.5%となり高かった。

(4) 間食からの藤糖授取量

間食の菓子類，甘味飲料からの 2日間の草案糖摂取量の

合計を概算した結果は表8に示した如く ，かなり個人差

がみられた。 2日間で21-30gのものが19.5%で最も多

く，次いで11-20gのものが19.1%，31-40gのものが，

17.3%であった。歯科医師会日.31)では 1歳 6ヵ月児の

薫糖摂取量として， 1日30-40g，そのうち間食から半

分を食事から半分が適当としている。 この基準に従うと

2日間で間食から40g以上は摂り過ぎだと考えられる杭

27.1%にみられた。従来の報告引から，麟蝕抑制手段とし

て，夜婚の問題がいかに比重が大きいかを考えると，今

後の指導において蕉糖含量の多い甘味飲料類を摂り過ぎ

ないよう注意する必要があると考える。

表-8 間食からの理事糖槻算摂取量

砂結摂取量

九日間 人数 P揺

。-10 110 17.0 

11 -20 123 19. 1 

21 -30 126 19.5 

31 -40 112 17.3 

41 -50 68 10.5 

51 -60 54 8.4 

61 -70 29 4.5 

71 -80 17 2.6 

81 - 7 1. 1 

5十 646 100.0 

W 偏食状況

食事記録をもとに摂取食品数と栄養バランスの観点か

ら偏食状況を調べた。表 9に示す如し 2日間に摂取し

た食品数が21-31種類のものが53.7%で最も多かった。

2日間で20種類以下は栄養バラ ンス上問題と忽われるが

対象の25.9%にみられた。次に.食事内容の栄養バラ ン

スについては，一食につき赤，賞，総の三つの色・から

それぞれ l品以上あれば l点，朝食.昼食，夕食で計3

点，間食に牛乳か果物を伐っていればl点を加え， 1 B 

4点， 2日閣で8点l前点とし， A (8， 7点.良い)， 8(4，

註本赤は主として蛋白質i原，賞は主としてエネルギ-i.原

総は主として無機質，ビタミンj原
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表-9 摂取食品数別人数

制 撤/吉/日1111 人数 告届

20 以下 167 25.9 

21 -30 347 53. 7 

31 -40 115 17.8 

41-50 117 2.6 

J十 100.0 

5，6点.まあまあ)，C(0，1，2，3点:良くない)と評価し，

それぞれの頻度を，)<めたところ， A点29.7%，B点66.3

%， C点4.0%であった。内村ら32)は，バランスのとれた

食事内容をf買っているものに，傾触発現性の低い傾向が

認められたと述べている。幼少時から，あら1())る点でバ

ランスのとれた食事をすることは.麟蝕予防上は勿論，

将来続出する永久備の形成を強化することにも役立つ山

ので.栄養のバランスにも充分気を配るよう指導する必

要があると々える。

V 甑蝕予防基準合絡者，不合格者の判定

以との調査結果をもとにして餅蝕予防の観点から判定

基地を作成し，それぞれの項目について合格率を求めた。

(褒10)合物権が50%1こ満たなかった項目は， f:fl 食の規律

性(10.7%)，甘味飲料水の非傾取(26.5%)，P~ì乳ぴん非

使用(34.5%)の3項目であった。

表一10 う蝕予防合格判定基準

事j 定 2邑 担匹 合格寧

I 綱貴の月rtla性{午前1回.午後 11i!1) 10.7 

2 附貴からの砂鏑費量思量 叫 '/2日間以下 72.9 

S テ，コレート、キ eンテー、アメ、ガムをIlf取していuい 60.0 

4 甘味飲斜~療取してい，~い 26.5 

5 債取食品散 2V2日間以上 74.1 

6閣食K牛乳を飲んでいる 65.0 

7輔乳びんを使用していない 34.5 

8 母乳~飲んでいない 8自4

9 保.者による幽みがきをしている 57.1 

10 舗1.制主の線習をしている 釘.8

(2臼聞とい

次いて1 これら各項目を 1点とし， 10点満点で.断蝕

予防法i和合傍点分布をみたところ，表"に示した如<， 

かなり /11広い分布がみられたが，すべてに合格した者は

0.9%で非常に少なく.一方5点以下の者が43.7%にみら

れた.

以上.今固め調査で 1歳 6ヵ月児では，tA蝕を必発

するような食生活をしているものがかなり多いことが明

らかになった。特に，mJ食を午前 1回.午後 l回の 2回

に制限して与えられている者が少ないこと，時宇Lびんを

(5 ) 

使用している者が多いこと，甘味飲料情取者が多いこと

の3点を浮きぼりにすることができた.餅蝕権.患E事の痛

くないこの時期に，以上の3点を特に留意、して指導する

必要を感じた。

表一11 傾蝕予防合格点分布

要 約

鱗蝕予防指導がー鍛にどれだけ浸透しているか実態を

把縫し今後の具体的な麟蝕予防指導を行うための示唆

を得ることを目的として， 1歳 6ヵ月児健診に来所した

幼児の中から646名を選ぴ，食生活を中心に調査を行ない

下記の結果を得た。

1 )続出歯数は16本の者が55.5%で最も多かった。しか

し，まだ6本しか萌出していない者・から20本全部生え

そろっている者まて・巾広い分布がみられた。

2 )餅蝕権思率は3.1%であり，鋲蝕権思型は，このうち

の80%がM~であった。

3 )約73.5%の者が何らかの口腔泊仰をしていた。

4) 65.5%の者が哨手Lびんを使用していた。 1日使用回

数は 2回または 3回の者が最も多かった。

5 )附乳ぴん使用者では， 1日6∞mi以上の牛乳多飲者

が多<，一方，非使用者では牛乳を摂取していない者

や2∞mi以下の少量償取者が多かった。

6) r日l食は午前1回，午後 1国領取している場合を「規

"1)性があるjとした時，その頻度は10.7%で非常に少

なかった。

7 )間食の l日照取回数li，靭 1回‘昼 l聞か 2回， 1晩

l回で l日3悶または 4固という者が最も多かった。

8 )間食の純矧とm取率は.ビスケ y トlTi，果物，牛乳.

チョコレ-~，あめ頬，スナッ ク菓子.手し般的飲料，

ジュース.その他の順に高かった。

9) I首Ltl:からの耳若者k隈取量li， 2日間で21-30gの手守が

松も多<19.5%で，次いで11-20gの者が19.1%31-

40 gのtiーが17.3%であった。 2日間で40g以上はmり

過ぎだと考えられるが， 27.1%にみられた。

10) 21:1問に侠取した食品は21-30検知の者が53.7%で

最も多かった。栄養バランス上問題があると忠、われる

20Hi~n以下の者が25.9%みられた。

11)以上.今聞の調査で 1歳 6ヵ月児では， Hll食を不

税目11に快取している者が多いこと，目味飲料摂取者が

多いこと，。甫:7Lびんを使用している者が多いことが明
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らかになった。

本論文の一部は第26回および第27回日本小児保健学会

において発表した.

稿を終わるにあたリ ，御校問いただきました坂本吉正

教授に感謝いたします。また御助言をいただきました藤

田弘子助教授，および調査に際し御協力いただいた岩掌

美智子講師，ならびに東成保健所の職員の方々に厚〈御

礼申し上げます。
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(昭和56年11月10日受理)

For the prevention of dental caries and the practical guidance of eating habit， 646 children of 1-1/2 years of age were 

surveyed on the basis of the health examination plan in Higashinari Public Health Center， Osaka. 

The results were as followed 

1 ) 3.1% of 646 children showed d巴ntalcaries， the position of which had the most frequency in upper deciduous in-

clsors 

2 ) The children with the habit of c1eaning the teeth after the meal one or more times a day were 65.5 % of 646 sub-

jects at 1-1/2 years of age 

3 ) 65.5 % of the subjects have be using bottle-feeding in mfancy， most of whom have bottle-feedig accustom 2 or 

3 times a day. 

4 ) ln the aritlticlal feeding group， the most children have taken more than 6∞ml of artiticial milk a day， while the 

(6) 
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most of mother.milk.feeding group have not taken no more than 2∞ml of artiticial milk a day 

5 ) The mfants with the regular taking the non-mlll十dietbetween milk.feedmgs at detinite hour were 10.7 % of sub. 

jects. 

6 ) The most of infants taking the non.milk.diet between meals was feeding 3 or 4 times a day， usually once in the 

morning， or once to twice in afternoon and once at night 

7 ) The non.mllk.diet between meals were in mcreasing order: biscuit， fruits， chocolate. candies， cookies， lactobacilhc 

drinks. jlCleS and others， WhlCh all cotained any amount of sugar. 

8) 19.5 %， 19.1 %. and 17.1 % of 646 chlldren have taken 21 to 30 g 11 to 20 g and 31 to 40 g respecllvely in the sugar 

from non.milk.diet between meals for 2 days. But 27.1 % of the 646 children have taken 40 g or more of sugar for 

2 days， that suggests the overcaloriy for this age 

9 ) The greatest numder of articles takmg the f，αxi was 21 to 30 kinds (53.7 % of the subjects)， and 25.9 % of the 646 

children showed the alimentary unbalance from a nutritional pomt of view consumed less than 20 kinds of foods in 2 

days 

(7) 


